
⼈びとのつながりはどう変わったのか？
⻄アジアの古代からイスラーム時代、そして
近現代へ、社会関係（ネットワーク）に焦点
をあて、都市⽂明の連続性を考察する

「ウルの旗章」平和の場⾯、前 2600−2400 年頃
講演者の著書表紙
19世紀のカイロ市内、20世紀初頭のダマスクス眺望

（上）
（右）

コメンテーター ⼭⽥重郎（領域代表）

  三浦 徹⽒（お茶の⽔⼥⼦⼤学名誉教授、東洋⽂庫研究員）

都市社会の連続性：

  西アジアの古代とイスラーム

令和 3 年 7 ⽉ 19 ⽇（⽉）
19：00 〜 21：00

      オンライン開催

＜領域全体研究会＞
19：00〜21：00  特別講演会

＜会議＞
21：10〜21：20  領域全体会議

21：20〜21：40  第9回総括班会議（ 総括班メンバーのみ）

特別講演会
新学術領域研究「⻄アジア都市」領域全体研究会

2018-2022 年度 ⽂部科学省 科学研究費補助⾦ 新学術領域研究（研究領域提案型）
都市⽂明の本質：古代⻄アジアにおける都市の発⽣と変容の学際研究


